
件
0 0 - - - - -

11452  滝沢市企業立地補助事業

誘致企業数（企業誘致事業目標と同じに設定）
4

4 3 3 3 3 3 12
件

0 0 - - - - -

11854  盛岡西リサーチパーク管理運営事業

盛岡西リサーチパークへの立地企業数
5

18 21 22 22 22 22 22

20 0 - - - - -

立地企業数（

区画数）

政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

１．施策の実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移 ４ 年 後
事 務 事 業 目 標 指 標 （見込）

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

様式Ｃ 最終更新日：平成28年04月22日 1頁

前期基本計画 平成２８年度 施策方針書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０１ inove(イノベ)等への企業集積の促進と産業立地構想の策定

企業振興課長  木下昇三

　イノベーションパーク及び盛岡西リサーチパークへの企業誘致を促進するとともに、企業数の増加や誘致企業の成長に伴

い、集積の加速化に寄与する次期企業誘致構想を策定します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

IPUイノベーションセンター・パークへの立地件数

1 20 21 23 25 26 -
％ 18

20 - - - - 0.0

幸

福

身に付けた知識や技術を仕事や趣味の場で活かせる機会があると感じている人の割合

2 40.5 42.5 43.5 45 46 -
％ 39.5

40.4 - - - - 0.0

平成27年度
平成26年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

2563  企業誘致事業

誘致企業数
1

4 3 3 3 3 3 12
件

0 0 - - - - -

6283  滝沢市ＩＰＵイノベーションセンター管理運営事業

滝沢市ＩＰＵイノベーションセンター入居室数
2

15 17 19 21 21 21 0
入居室数

15 0 - - - - -

7409  岩手県立大学周辺産業集積整備事業

岩手県立大学周辺への企業の立地件数（地連･ｲﾉﾍﾞ含）
3

15 17 20 22 23 24 25



策

を中心と

した大学や研

の

究機関の立地があり、

実

人材の先進的研究が大

現

きな強みとなります。

に

これら強みを背景とし

影

ながら、最大限に生

か

響

した企業誘致を今まで

す

も続けてきましたが、

る

今後加速度を持たせる

社

ため、今まで築いた企

会

業や関係機関とのネッ

環

トワーク

を更に充実さ

境

せ滝沢市ＩＰＵイノベ

変

ーションセンター、盛

化

岡西リサーチパークを

(

中心とした企業の集積

３

を図っていきます。

ま

)

た、集積については、

 

これら強みを更にに生

基

かせる集積用地の整備

本

についても検討します

施

。

(２) 基本計画内

策

の取り組みと方針のう

と

ち、平成28年度の重

の

点課題
継続的な企業へ

関

の誘致折衝によるin

連

ove（イノベ）等へ

性

の企業集積の促進と立

３

地企業、既存の市内企

．

業が様々な連携により

施

滝沢市に立地して良か

策

ったと感じ、集積の効

の

果が波及するためのマ

実

ッチングや支援を実施

現

します。更には、誘致

に

に第２ステ

ージを効果

向

的に進めるため、企業

け

誘致構想の具体的な検

て

討を進めます。

(３)

の

 基本計画内方針及び

取

平成28年度重点課題

り

に基づく優先順位の考

組

え方
誘致を実施する一

み

方で、立地企業、既存

を

の市内企業が滝沢市に

決

立地して良かったと感

定

じることが更なる、新

す

ビジネスや雇用

の創出

る

に繋がると考えており

(

、優先順位の考え方に

１

ついてもこれらを基本

)

とした企業集積を進め

 

ます。

施策の達成（実現）に向けた基本計画内の取り組みと方針

様式Ｃ 最終更新日：平成28年04月22日 2頁

前期基本計画 平成２８年度 施策方針書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０１ inove(イノベ)等への企業集積の促進と産業立地構想の策定

企業振興課長  木下昇三

　盛岡西リサーチパークには、平成24年度2社、平成25

政

年度1社、平成26年

 

度1社進出決定し、現

 

在の分譲率（面積）は

 

85％

で、製造業、卸

 

売業、設計コンサルタ

策

ント、サービス業など

:

の企業が事業を展開し

基

ています。

　また、滝

本

沢市ＩＰＵイノベーシ

施

ョンセンターには、平

策

成23年度2社、平成

:

24年度3社、平成2

施

5年度4社入居し、更

 

に平成26

年の5月に

 

は第2イノベーション

 

センターの開所に合わ

 

せ新たに4社が入居。

策

全体として21室中1

:

5室に17社が入居し

施

ています

。

　経済のグ

策

ローバル化、日本市場

担

の縮小により日本企業

当

の海外への設備投資が

職

続き、経済回復の兆し

・

が見える中にあっても

氏

国内における組み立て

名

ラインの拠点化の動き

２

は継続的に鈍い状況と

．

なっています。一方で

施

、日本国内を高度な開

策

発拠点とす

る動きは、

の

少しずつであるが動き

実

が出てきています。労

現

働力不足は国内企業の

に

大きな課題となってお

向

り、これらを背景に地

け

方においては首都圏へ

て

の若者の流出が続き大

の

きな課題となっていま

現

す。一方、人材や新し

状

いビジネスの創出の観

を

点から、地

方の人材を

認

目的とした企業の地方

識

進出も増加しており、

す

更には、国の地方創生

る

などの動きもありポテ

(

ンシャルを生かした人

１

材育成や研究開発、更

)

には連携が重要となっ

 

てきます。

　基本施策

施

である「企業集積と産

策

学官連携の推進」にお

目

いて、本施策は企業集

標

積の計画を示すもので

の

あり、盛岡西リサーチ

進

パークや滝沢市ＩＰＵ

捗

イノベーションセンタ

状

ーへの企業誘致を推進

況

するとともに、次期企

分

業誘致戦略の策定が必

析

要となって

います。

　

(

社会環境の変化に記載

２

のとおり今後の地方の

)

生き残りのポイントは

 

人材と考えられます。

施

滝沢市は岩手県立大学



政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(４)所管実行計画事業費一覧
事 務 事 業 名 事    業    費    計    画    額

No 分 野 別 計 画
平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 ４ヵ年計

実 施 計 画 前 年 度 比 較 (%)

様式Ｃ 最終更新日：平成28年04月22日 3頁

前期基本計画 平成２８年度 施策方針書

０３ 次代を担う若者が育ち、新たな価値の創造に挑戦するまちを目指します
０２ 企業集積と産学官連携の推進
０１ inove(イノベ)等への企業集積の促進と産業立地構想の策定

企業振興課長  木下昇三

2563  企業誘致事業

4,028 4,116 △2.1 4,028 4,028 4,028 16,112

6283  滝沢市ＩＰＵイノベーションセンター管理運営事業

17,044 19,187 △11.2 17,044 17,044 17,044 68,176

7409  岩手県立大学周辺産業集積整備事業

0 0 0.0 0 0 0 0

7514  滝沢市工場等設置奨励事業

0 0 0.0 0 0 0 0

11452  滝沢市企業立地補助事業

0 0 0.0 0 0 0 0

11854  盛岡西リサーチパーク管理運営事業

1,255 1,600 △21.6 1,255 1,255 1,255 5,020

13423  イノベーションセンター窓口対応嘱託員設置事業

1,965 1,434 37.0 1,965 1,965 1,965 7,860


